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平成2 9年度推薦入試「小論文」 （動物資源生命科学コ ー ス）出題意図

［問題1 ] 

英文の読解力を問うとともに‘ 動物おけるタンパク質代謝および生物共生に関する

基礎的な知識と表現力を問う。

［問題2]

酒造の歴史に関する話題を題材に，食品製造に関連する微生物のエネルギー獲得手段

や酵素に関する基礎的な知識について， 自分の言葉で論述する能力を問う c



問題1 . 以下の文章は， 動物体内に含まれるタンパク質とアミノ酸の特徴につ

いて述べたものである。 文章を読んで問1～5に答えなさい。

Not all amino acids are capable of being synthesised in the body, and others are 

not synthesised at sufficient speed to satisfy the needs of the body. Both these 

groups have to be supplied to the animal. Such amino acids are known as essential 

or indispensable amino acids. The words ζessential’ and 'indispensable', as used 

here, imply not that other amino acids are not required for the well-being of the 

animal but simply that a supply of them in the diet is unnecessary. ①全斗♀E旦旦♀i

amino acids normallv found in the bodv are ohvsiolo!!ical essentials: some 10 or 11

are dietarv essentials. 0As would be exoected‘the actual list of essential amino 

acids differs from soecies to soecies. ln cattle and sheep, bacterial synthesis of 

amino acids in the rumen renders the inclusion of any specific amino acids in the diet 

unnecessary, except under conditions of intensive production, as with high-yielding 

dairy cows and small animals making high weight gains. 

Amino acids are absorbed from the gut into the bloodstream by active transport 

and transferred to the cells. This requires a supply of energy, since the 

concentration of amino acids in the cell may be up to 100 times that in the blood and 

transfer into the cell has to take place against a very considerable concentration 

gradient. A continuous exchange takes place between the blood and cellular amino 

acids, but not between the free amino acids and those of the tissue proteins. ＠工主主

tissue oroteins themselves underno breakdown and resvnthesis, but their stability 

varies between different tissues. For example, liver protein has a half-life of 7 days 

whereas collagen is so stable that it may be considered to be almost completely inert. 

© The orocess of orotein svnthesis mav be divided convenientlv into four 

sta!!es: activation of individual amino acids. initiation of oeotide chain formation. 

chain elon!!ation and chain termination. 

(P. McDonaldら著『Animal Nutrition, Seventh EditionJI , Pearson Education 

Limited, 20 日年， より 一 部改変して引用）

ー

※引用ページ ：　p215-216
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synthesise : (synthesizeと同じ） diet ・食事， エサ

rumen （ウシやヒツジなど反すう動物の）第 一 胃 render ： ～の状態にする

high-yielding：高生産性の

active transport：能動輸送

tissue proteins：組織タンパク質

inert：不活性の

bloodstream：血液の流れ

concentration gradient －濃度勾配

half-life：半減期

chain elongation：鎖の伸長

問1. 下線部①に関して， 動物が生理的に必要とする25種類のアミノ酸のう

ち， 10 ～ l I 種類は食事やエサから摂取しなくてはならない必須アミノ酸で

ある。 必須アミノ酸には2つのグルー プがあるが， 本文中ではどのように

説明されているか， 50 字程度で述べなさい。

問2. 下線部②に関して， 一 般的に， ネコのような肉食性の動物のほうが， 雑

食性の動物や草食性の動物と比較して， 必須アミノ酸の種類が多いことが

知られている。 この理由を推測し， 100 字程度で述べなさい。

問3. 下線部③に関して， 動物における組織タンパク質の合成では， 血中アミ

ノ酸を細胞内に取り込むよりも， 細胞内でタンパク質が分解されてできる

アミノ酸を再利用することで， 大きなエネルギ ーの節約となっている。 干

の理由を， 文章中の内容を参考にして， 150 字程度で述べなさい。

問4. 動物が体内で合成するタンパク質には， 文章中にあるようなコラーゲン

(collagen）のように不活性で非常に半減期の長いものがある 一 方で， ペプ

チドホルモンや酵素のように半減期が数分～数時間と非常に短く， すぐに

分解されるタンパク質も存在する。 このようなタンパク質が短時間で分解

される利点を， それらのはたらきに着目して 100 字程度で述べなさい。

問5. 下線部④に関して， それぞれのタンパク質が機能を持つためには， ペ プ

チド鎖（ peptide chain）が合成された後で正しく立体構造を形成すること

が必要である。 ペ プチド鎖の立体構造形成の過程を， 次の3つの語句をす

べて用いて， 150 字程度で述べなさい。

二次構造， 三次構造， 四次構造
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土器の器型の構造のほかに上部にガス抜き用の孔が開いている点が根拠に

挙げられている。 この酒造時に発生するガスのE体について， 酵母による

アルコ ール発酵の観点から予想される物質を考察し， 100 字程度で述べな

さし、。

内。

問題2. 以下の文章は， 清酒の歴史について述べたものである。 文章を読んで

問1 ～ 4に答えなさい。

わが国では約 6000 年前の縄文中期の遺跡から出土した① 土器の底にヤマブド

ウの種子が残っていたことから， これを酒造とする説があり， 狩猟採集の時代 

にすでに酒造が行われたと考えられる。 縄文晩期から弥生前期（紀元前3 ～ 4 

世紀）に大陸から水稲栽培が伝来したことは収穫量の飛躍的増加， 共同作業の

必要など大規模な部落集団の形成を促し， やがて古代国家が成立する。 米とな 

らんで酒は神に捧げる神聖な食物であり， 共同体構成員の連帯を強める手段と 

して， 祭や集会の際には出席者全員で飲まれた。 今日のわが国の飲酒形態の原

型がここに見られる。

稲わらや稲穂には黄麹菌の胞子が多く見られるので， 例えば蒸し米を放置し 

ておけば黄麹菌が増殖してアミラ ー ゼなどの＠酵素が生産され， これに水を入

れれば糖化， 次いで（酵母による）発酵が起こり， 清酒の原型らしき沼ができ

る。 さらにその後相次いで大陸から伝わった酒造技術が影響して， 米を原料と 

する酒の製造法が形成されたのだろう。

3世紀の中国の史書「貌志東夷伝」に倭国の飲酒に関する記載があり， 「 古 

事記」には八塩折の酒が記されている。 「 播磨風土記」（713年）には大神に捧 

げた神鎮（蒸し米）にカビが生えたのでそれを用いて酒を造ったという具体的 

な記載があり， 一方， 同年の「大隅風土記」には「男女集まりて＠主主盟主エ 

酒ふねに吐きいれて」酒を造ったと， 口噛みj酉の製造が示されている。

（吉沢淑ら編『醸造 ・ 発酵食品の辞典（普及版）』， 朝倉書店， 2010 年， より 

一部改変して引用） ※引用ページ ：　p.2-3

問1 . 下線部①に関して， この土器が酒造と結びつけられる仮説については，
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問2. 下線部①に関して， ヤマブドウの果汁が土器に貯められている状況で，

静置により果汁のほとんどが空気中の酸素に触れないようにした場合と，

頻繁に果汁をかき混ぜて空気中の酸素を多く果汁に溶け込ませるようにし

た場合で， 生育する酵母のエネルギ ー 獲得の手段にどのような違いが出て

くると考えられるか， 120 字程度で述べなさい。

問3. 下線部②に関して， 一般的に「酵素」とは特定の基質に対して触媒作用

を持つタンパク質を指す。 食品製造に酵素が利用されている例を一つ挙げ

て 100 字程度で述べなさい。

問4. 下線部③に関して， 人が米を噛んで酒ふね（i酉を入れておく大きな木製

の器）に吐きいれることが黄麹菌（コウジカビ）のはたらきを代替するも

のであると考えた場合，この行為はどのような意味をもっと考えられるか，

アミラ ー ゼのはたらきに着目して 150 字程度で述べなさい。
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訂正箇所 
３ページ 問題２ 下から７行目 

（誤） （吉沢淑ら 編『醸造・発酵食品の辞典（普及版）』，朝倉書店，2010 年，

より一部改変して引用） 
 
（正） （吉沢淑ら 編『醸造・発酵食品の事典（普及版）』，朝倉書店，2010 年，

より一部改変して引用） 




